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　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

岐阜県各務原市三井北町３丁目７番地　尾関ビル

特定非営利活動法人　ぎふ福祉サービス利用者センター　びーすけっと

所在地
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評価結果市町村受理日平成30年8月22日 平成30年11月14日

１　自己評価及び外部評価結果

2173100351
法人名 医療法人純真会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日 平成30年9月11日

ほほえみグループホームが開設され16年になり、利用者の高齢化と共に、介護度も上がって
きている。日頃より特に体調管理には気を付けている。毎日の体温、血圧の測定。食事の摂
取量に水分摂取量。その日の勤務者で利用者の体調を把握している。状態によっては、訪問
看護師への連絡、そして主治医へとつないでいる。入院時には、医療連携室を通し、主治医、
担当看護師との連絡を図りながら早期の退院へと結びつけている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

事業所は住宅地の中にあり、歩いて行ける距離で、スーパー、コンビニ、母体のクリニック等
がある。事業所の前は、小学生の通学路になっている。法人は、複数の福祉事業所を運営し
ており、各事業所と連携しながら、地域に密着した事業を展開している。職員の資格取得や
様々な研修受講を支援し、介護技術のスキルアップと共に人材育成にも力を入れている。管
理者は、法人内に職員の為に保育所を作ったり、有給休暇や育児休暇を取りやすく配慮する
など、働きやすい職場づくりに取り組んでいる。また、職員は、利用者の残存能力を維持でき
るようケア方法を工夫し、最期まで穏やかな日々を過ごせるよう支援している。

基本情報リンク先

岐阜県可児市下恵土3005番所在地

ほほえみグループホーム　（１Ｆ）

ＮＰＯ法人びーすけっと

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/21/index.php?action_kouhyou_detail_2018_022_kani=true&JigyosyoCd=2173100351-00&PrefCd=21&VersionCd=022


　岐阜県　ほほえみグループホーム

自己評価および外部評価票（１Ｆ）自己評価および外部評価票（１Ｆ）自己評価および外部評価票（１Ｆ）自己評価および外部評価票（１Ｆ） 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業

所理念をつくり、管理者と職員は、その理念

を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けら

れるよう、事業所自体が地域の一員として日

常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知

症の人の理解や支援の方法を、地域の人々

に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実

際、評価への取り組み状況等について報告

や話し合いを行い、そこでの意見をサービス

向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事

業所の実情やケアサービスの取り組みを積

極的に伝えながら、協力関係を築くように取り

組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型

サービス指定基準及び指定地域密着型介護

予防サービス指定基準における禁止の対象

となる具体的な行為」を正しく理解しており、

玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア

に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に

ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事

業所内での虐待が見過ごされることがないよ

う注意を払い、防止に努めている

身体拘束をしないケアについて、常に職員で話

し合い、回避する方法を検討している。夜間は、

利用者の安全の為、家族の同意を得て、セン

サーマットを使用する場合もある。日中は、玄関

を施錠せず、見守りながら、利用者に寄り添って

いる。

職員会議や申し送りの際に、理念を確認し合

い、日常のケアの中で実践に繋げている。改善

点については職員同士で話し合い、解決策を考

え、利用者サービスの向上に繋げている。

事業所の祭りには、利用者家族や近隣住民を

招待している。日常的に地域のボランティアが

来訪したり、地域の誘いでイベントに参加し、交

流をしている。また、小学生との交流会では、

ゲームや手遊びなどを一緒に楽しんでいる。

ケア会議にて、何が虐待にあたるのかを学

び、職員同士で虐待のないケアができるよう

話し合っている。また、虐待が見過ごされる

ことのないよう、注意を払い防止に努めてい

る。

利用者、家族と、行政の方を直接結ぶ場所

であり、意見を伺うことが出来るいい機会で

あると考えている。サービスの評価、取組み

など、報告をしながらその都度意見を頂き、

よりよいサービスへとつないでいる。

「ほほえみ便り」を届けながら、文字では見え

ないケアサービスの部分を見て頂いている。

また、地域会議にて困難事例や取組みなど

助言を得ている。

ケア会議にて身体拘束をしないケアについて

話し合い、身体拘束の条件、どんな行為なの

か？など理解している。また、鈴やセンサー

マット使用など、最小限の利用により、リスク

回避へと結びつけている。

運営推進会議では、事業所の取り組み内容を

説明し、意見や助言をもらいながら、意見交換

を行っている。民生委員からも、地域の高齢者

の課題について報告もある。会議で出た意見や

助言を検討しながら、運営に活かしている。

行政担当者に事業所の状況報告をし、困難事

例については、アドバイスをもらっている。また、

行政が主催する多職種協働研修会やグループ

ホーム会議などに参加し、連携を密にしている。

利用者に寄り添いながら、職員一人一人が

気付いたことを、職員同士で話し合いながら

その日のうちに解決しなければならないこと

はその日のうちに解決している。

生け花展や舞踊会などご近所の方からのお

誘いがあり出かけている。ホームのイベント

にはご近所の方をお誘いし来て下さってい

る。園児や小学生との交流も行っている。

地域の二つの小学校との交流や、二つの中

学校の職場体験などを通し、認知症の人の

理解、関わり方を中心に人として理解するこ

との大切さを伝えている。

自

己

外

部

項　　目

外部評価

実践状況

自己評価

1/8（１Ｆ） ＮＰＯ法人びーすけっと



　岐阜県　ほほえみグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

外部評価

実践状況

自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や

成年後見制度について学ぶ機会を持ち、

個々の必要性を関係者と話し合い、それらを

活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用

者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な

説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職

員ならびに外部者へ表せる機会を設け、それ

らを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意

見や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実

績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時

間、やりがいなど、各自が向上心を持って働

けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア

の実際と力量を把握し、法人内外の研修を受

ける機会の確保や、働きながらトレーニング

していくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流す

る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、

相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を

向上させていく取り組みをしている

初任者研修、スキルアップ研修など力量に

あった研修が受けられるよう支援するととも

に、希望の研修が受けられるよう支援してい

る。

地域会議や他職種協働研修などを通し、事

例検討を行ったり、各サービスの細かな内容

などを理解する機会を得ている。また、その

情報をケア会議にて職員間で共有し、サービ

スの質の向上につなげている。

契約時など利用者や家族のことを一番に考

えながら不安を除くよう丁寧に説明させて頂

いている。また、いつでも質問疑問には答え

させて頂くことをお伝えしながら、安心感を

持って頂く事ができるよう努力している。

利用者へのアンケートは何気なく職員によっ

て実施している。また、家族へのアンケートで

は何も出てこないので、日頃より何気ない会

話のなかででてきた要望等をその日の職員

で話し合い、連絡帳、申し送りに記入し共有

している。

日頃より職員同士の話の中で意見や提案を

くみ取っている。また、個人面談の実施、法

人への意見書箱の設置など、職員の意見や

提案をきく機会を設けている。

ケア会議にて事例を取り上げながら勉強して

いる。現在利用しておられる方はみえない

が、必要となった時支援できる様関係者と連

携していきたい。

日頃より個人面談の実施など話せる機会を

設けている。また、希望する研修には参加し

て頂けるよう、声をかける事で向上心を持っ

ていただけるよう、支援している。

管理者は、日頃から、職員が意見を言いやすい

よう、風通しの良い関係づくりに努めている。ま

た、意見箱を設置し、出された意見は、事業所

及び法人全体の課題として捉えて検討し、運営

に反映させている。

毎月、利用者の近況を伝える便りを家族に送っ

ており、意見や要望を聞きやすい関係が築けて

いる。家族からの意見は申し送りノートに記入

し、職員で共有している。家族会では、毎年、意

見交換会を開催している。

2/8（１Ｆ） ＮＰＯ法人びーすけっと



　岐阜県　ほほえみグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

外部評価

実践状況

自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困ってい

ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが

ら、本人の安心を確保するための関係づくり

に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困って

いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが

ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が

「その時」まず必要としている支援を見極め、

他のサービス利用も含めた対応に努めてい

る

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場にお

かず、暮らしを共にする者同士の関係を築い

ている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場にお

かず、本人と家族の絆を大切にしながら、共

に本人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人

や場所との関係が途切れないよう、支援に努

めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤

立せずに利用者同士が関わり合い、支え合

えるような支援に努めている

入所前より見学して頂き、ご本人の不安を過

ごしでも除く努力をしている。また、情報を職

員間で共有し、日々の生活の中での変化な

ど不安が安心に結びつくよう努力している。

入所前より見学して頂き、ご家族の不安を少

しでも取り除く努力をしている。また、家族の

想いを大切にし、不安や要望を職員間で共

有しながら、sン来関係が築けるよう努力して

いる。

入所前より気軽にホームに来て頂き、見学す

る中で、本人、家族の想いを聞く努力をして

いる。また、その思いを介護計画におとし、

支援できることを細かく分析し、職員全員が

同じ支援ができるよう努めている。

利用者の思いを大切に考え、職員が寄り添

う中で、できることとできないこと、やりたいこ

となど見極めている。食器拭き、盛り付けな

ど、家事を中心に職員と共に行っている。

面会時はお二人の時間を大切にと考え、最

近の生活などお話する中での家族の想い、

本人の想いをくみ取り、暮らしの中で生かし

ていけることを探りながら関係づくりをしてい

る。

定期的にお願いして来て下さる理容の方と

は気軽に髪型について要望を伝える事がで

きている。また、スシロー、ココスなど外食や

軽食を楽しむ事が出来る場がある。

利用者同士の会話のなかで、場合によって

は話の橋渡しをしたり、アドバイスをしたり

と、間に入って、良い関係づくりが出来るよう

支援している。

職員は、家族や知人が気軽に訪問しやすい雰

囲気作りに努めている。墓参りや本人の馴染み

の場所へは、家族の協力を得て出かけている。

正月には、職員と一緒に初詣に出かけることを

恒例にしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

外部評価

実践状況

自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで

の関係性を大切にしながら、必要に応じて本

人・家族の経過をフォローし、相談や支援に

努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の

把握に努めている。困難な場合は、本人本位

に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生

活環境、これまでのサービス利用の経過等

の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有

する力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ

り方について、本人、家族、必要な関係者と

話し合い、それぞれの意見やアイディアを反

映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工

夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共

有しながら実践や介護計画の見直しに活か

している

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉われ

ない、柔軟な支援やサービスの多機能化に

取り組んでいる

サービスが終了しても家族や本人の不安が

生じないよう、必要に応じ、情報提供を行い、

サービス提供者との連携に努めている。

日々の生活の中での気づきなど、職員間で

共有し、介護計画へと結びつけている。ま

た、その中で協力医、訪問看護し、栄養士な

どアドバイスを頂きながらより良いケアへと

実践している。

緊急時を含め、他科受診に家族、本人の了

解の下一緒に付き添っている。また、必要物

品などの購入などは一緒に出掛けて下さる

ことがある。

一人一人に寄り添う中で、本人の想い意向

の把握に努めている。日々、変化する体調に

も左右されるため、職員間で情報を共有し、

ケア会議で話し合いながら把握に努めてい

る。

利用者や家族との中で、得た情報を毎日の

申送り時に確認するとともに、必要なことは

連絡ノートに記入し、職員全員で情報を把握

できる様努めている。

その日の生活の中での情報は申送り表や介

護記録にて把握している。特に、変化などあ

る時は、連絡ノートに記入することで全職員

で把握し共有している。

本人と家族の想いを一番に考え、大切にして

いる。どう生活したいか、など日々の生活の

中で出てきた意見を介護計画として反映でき

る様努力している。

日々の暮らしの中、特に、入浴時や個別対応時

などに、本人の思いを聞いている。職員は、出

勤時に各利用者の居室に行き、その日のあいさ

つをしながら、居室だからこそ話せる思いを聞く

こともある。

個別に意向を把握するだけでなく、み

んなの意見を聞くお茶会など、リラック

スした環境で、利用者同士の関係を通

して意見を聞く機会を設けることを期待

したい。

日々のケアで気づいたことを家族に伝えなが

ら、利用者と家族の意見を介護計画に反映させ

ている。モニタリングは職員全員で行い、次の計

画に繋げている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

外部評価

実践状況

自己評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を

把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全

で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援

している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、

納得が得られたかかりつけ医と事業所の関

係を築きながら、適切な医療を受けられるよ

うに支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報

や気づきを、職場内の看護職や訪問看護師

等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な

受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよ

うに、又、できるだけ早期に退院できるよう

に、病院関係者との情報交換や相談に努め

ている。あるいは、そうした場合に備えて病院

関係者との関係づくりを行っている

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、

早い段階から本人・家族等と話し合いを行

い、事業所でできることを十分に説明しなが

ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム

で支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て

の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期

的に行い、実践力を身に付けている

35 （13）○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が身

につけるとともに、地域との協力体制を築い

ている

重度化や終末期について、対応できること、でき

ないことを家族に説明している。看取りを希望さ

れる場合は、主治医・訪問看護師と連携を取り

ながら、その都度、家族と話し合い、支援の方

針を関係者で共有してている。

地域で行われるまつりに、作品を出展してい

る。また、民謡、生け花展など地域の方から

声をかけて頂き出て掛けている。

本人家族の希望を一番に考え、受診して頂

いている。緊急時など24時間体制で連絡が

取れる状態にあり、家族との連絡も密にし、

適切な医療が受けられるよう支援している。

利用者と家族の希望するかかりつけ医を継続

受診している。緊急時には、訪問看護ステーショ

ンと主治医との協力体制が確立され、適切な医

療を受けられるように支援している。

消防署の協力を得て、消火訓練、通報訓練、

避難訓練を行っている。また、水害時に備

え、車いすの方を階段を使い2階へ移動する

訓練をしている。

日々の生活の中での気づきは訪問看護師に

伝え、相談をしている。必要があれば受診

し、訪問看護師との連絡の中で支持を頂きな

がら利用者の安心へとつなぐことができるよ

う支援している。

協力医療機関があり、入院先の担当医、支

援相談員との連絡を密にし、訪問看護師、主

治医と早期に退院できるよう情報交換、相談

に努めている。

看取りの指針において、利用者家族の想い

を確認している。重度化した場合は、協力医

と訪問看護師と職員や家族と相談し、できる

限りホームでの生活が継続できる様取り組

んでいる。

ホーム内研修にて、AEDの使い方など勉強し

ている。また、消防署にて行われている研修

に参加し、手当の方法、心肺蘇生法など勉

強している。

災害時の対応マニュアルに沿って訓練を行い、

備蓄の管理もしている。訓練は地域住民の参加

を得て、実践に近い形で行っている。訓練を通し

て消防署からのアドバイスをもらっている。

広域災害時を想定して、同法人の事業

所との協力体制をどのようにするのか

を確認し、緊急時に備えることを期待し

たい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

外部評価

実践状況

自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ

シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した

り、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな

く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を

どのように過ごしたいか、希望にそって支援し

ている

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる

ように支援している

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの

好みや力を活かしながら、利用者と職員が一

緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を

通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や

力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食

後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ

た口腔ケアをしている

「言われて嫌な事は言わない。やられて嫌な

事はやらない」を基本に、何がプライバシー

の侵害になるかをホーム内研修にて話し合

い、一人一人を尊重できる職員の意識を持っ

ていけるよう話し合っている。

利用者は、食事の準備や片付けなどに、率先し

て関わっている。食事は、会話を楽しみながら、

自分のペースでゆっくりと食べられるよう、利用

者の状態に合わせて支援している。誕生日に

は、希望に沿ったお店での個別外食支援を行

い、利用者の楽しみとなっている。

職員は、自分自身や自分の親がされて嫌なこと

をしないということを、常に意識している。過剰な

支援にならないように、一人ひとりの人格を尊重

して、利用者と向き合っている。言葉かけは、笑

顔で目線を合わせて行うよう心がけている。

盛り付けを手伝ってくださる方、片付けを手

伝ってくださる方など、できることを率先し参

加頂いている。食事においては、箸、スプー

ンと使いやすい物を使用し、小さめのおか

ず、ミキサー食などと利用者に合わせ工夫を

している。

利用者に寄り添う中で、職員が得た気づき

や、利用者の想いを全職員で共有し、支援し

ている。

一人一人の習慣を大切にし、食後の居室で

のひと眠り、また、好きなテレビを見られる

方、趣味の手芸をされる方など、ご自分の

ペースにて生活できる様支援している。

訪問理容師の定期的な利用により、利用者

も好みを表出できるようになった。また、迷わ

れるときなど、職員の声掛けにより本人の想

いを伝える事が出来るようになった。

水分量については体調に合わせ一日の摂取

量を測って目安としている。また、塩分を控え

る方へは、栄養士の指導により、おいしく食

べて頂けるよう工夫している。

口腔ケアのできる方、また、途中までご自分

で行い、仕上げをさせて頂くなど支援をして

いる。舌苔も気を付けている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

外部評価

実践状況

自己評価

43 （16）○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ

とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし

て、トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支

援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物

の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ

た予防に取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入

浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時

間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援

をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に

応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ

るよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作

用、用法や用量について理解しており、服薬

の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう

に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役

割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援

をしている

49 （18）○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に

出かけられるよう支援に努めている。又、普

段は行けないような場所でも、本人の希望を

把握し、家族や地域の人々と協力しながら出

かけられるように支援している

入浴は利用者の希望に沿って対応しており、心

休まる時間となるよう支援に努めている。重度

の利用者の場合は、シャワー浴ができるよう支

援している。

自分でトイレに行ける利用者の場合は、排泄の

自立を妨げないよう、必要以上に手を出さずに

見守っている。リハビリパンツから布パンツに改

善した利用者もあり、機能維持とトイレでの排泄

の習慣化で、自立を支援している。

近隣のスーパーに買い物に行き、コーヒーを飲

んで帰ってくるなど、日常的に散歩と外出を楽し

んでいる。桜の季節に、近所の桜の木の下で、

お茶を飲みながらお菓子を食べたり、家族の協

力を得て、地域のイベントや公園などへ出かけ

ている。

服薬時には、日にち、名前、朝昼夕を確認を

し、掌に乗せ、ご本人と共に確認をしている。

また、体調の変化がある時など、訪看を通

し、主治医に相談しながら支援をしている。

居間にてウトウトしておられる方には、居室

で休んで頂けるよう声掛けをしている。また、

時間を心配される方には、何時に起こさせて

頂くか相談し、安心して休んで頂いている。

その日の希望によって散歩に出かけている。

気候に左右されるが、玄関の花をながめるこ

ともある。今年も家族の希望もあり、お弁当

もちで花フェスタ記念公園に出かける事がで

きた。最近目の前にバローが出来たので、上

手く利用していきたい。

好きな事への参加を基本とし、強制的ではな

く、ご本人と相談しながら参加して頂いてい

る。洗濯たたみ、食器拭き、テーブル拭きな

ど、利用者の間でも声を掛け合いながら参加

して下さっている。

早く入りたい方、ぬるい湯の好きな方、熱い

湯の好きな方など出来るだけ希望に沿った

支援をしている。

何気ない排泄のサインを見逃さないよう気配

りをしている。声掛けの必要な方にはさりげ

なく声をかけさせて頂いている。立位の出来

ない方も、トイレでの排泄を基本とし、2人介

助にて支援している。

朝一番の牛乳の摂取を希望される方には用

意させて頂いている。また、水分量の少ない

方に対し、細めな接種が出来るよう支援して

いる。時にはお腹のマッサージをしたり、歩

いたりして工夫している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己
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部

項　　目

外部評価

実践状況

自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理

解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、

お金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、

手紙のやり取りができるように支援をしてい

る

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、

浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混

乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度

など）がないように配慮し、生活感や季節感を

採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を

している

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ

た利用者同士で思い思いに過ごせるような居

場所の工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と

相談しながら、使い慣れたものや好みのもの

を活かして、本人が居心地よく過ごせるような

工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わか

ること」を活かして、安全かつできるだけ自立

した生活が送れるように工夫している

共用の間には季節の花を飾り、利用者に日付

が分かりやすいカレンダーがかけられている。

個々の作品や、利用者の共同作品も飾られて

いる。温湿度は快適な状態になるように配慮さ

れ、ソファーでゆっくりと寛ぎながら、テレビを見

たり、居心地よく過ごせる工夫がある。

家族の了解の下、希望時には電話を使用し

て頂いている。季節の葉書など、書いて頂く

事ができるよう工夫し支援していきたい。

一日の中で長く過ごすのが居間である為、大

勢で過ごすときは室温、湿度が気になる為、

早めにエアコンをいれるようにしている。ま

た、季節の花を摘み、テーブルに飾ることで

会話もはずみ、笑顔も多く見られている。

少額ではあるが、ご自分で管理のできる方に

はもって頂いている。買い物に出かけた際に

は、ご自分の財布より支払いが出来るよう支

援している。

ソファーが好きな方、テーブル席が落ち着く

方など、好みに応じ過ごして頂いている。一

人で黙々とパズルに取り組んだり、一つのパ

ズルを二人で取り組んだりと、思い思いの生

活ができるよう工夫している。

居室の分からない方には名札を付けさせて

頂いたり、ご自分のぬいぐるみを目印にして

ほしいとの要望にて入口に付けさせて頂い

ている。

本人の使い慣れたタンスを設置し、衣類の管

理をご自分でされている。また、位牌を起き、

朝夕とお経を唱え、お話をしておられる。

備え付けの洗面台と押し入れがあり、整理整頓

しやすい造りになっている。使い慣れた家具を

持ち込み、写真や手作り作品、ぬいぐるみを飾

り、自分好みの居心地の良い部屋となってい

る。
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62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟

な支援により、安心して暮らせている

（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な

く過ごせている

（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお

おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい

る

（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満

足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59

利用者は、職員が支援することで生き生きした

表情や姿がみられている

（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

職員は、活き活きと働けている

（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関

係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所

の理解者や応援者が増えている

（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面

がある

（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

通いの場やグループホームに馴染みの人や地

域の人々が訪ねて来ている

（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向

を掴んでいる

（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求

めていることをよく聴いており、信頼関係ができ

ている

（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価しますⅤ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価しますⅤ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価しますⅤ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当するものに○印

項　　目

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

評価機関名 特定非営利活動法人　ぎふ福祉サービス利用者センター　びーすけっと

所在地 岐阜県各務原市三井北町３丁目７番地　尾関ビル

訪問調査日 平成30年9月11日平成30年9月11日平成30年9月11日平成30年9月11日

所在地 岐阜県可児市下恵土3005番

自己評価作成日 平成30年8月22日平成30年8月22日平成30年8月22日平成30年8月22日 評価結果市町村受理日

　（別紙４）

１　自己評価及び外部評価結果１　自己評価及び外部評価結果１　自己評価及び外部評価結果１　自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2173100351217310035121731003512173100351

法人名 医療法人純真会

事業所名 ほほえみグループホーム　（２Ｆ）

ＮＰＯ法人びーすけっと



　岐阜県　ほほえみグループホーム

自己評価および外部評価票（２Ｆ）自己評価および外部評価票（２Ｆ）自己評価および外部評価票（２Ｆ）自己評価および外部評価票（２Ｆ） 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業

所理念をつくり、管理者と職員は、その理念

を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けら

れるよう、事業所自体が地域の一員として日

常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知

症の人の理解や支援の方法を、地域の人々

に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実

際、評価への取り組み状況等について報告

や話し合いを行い、そこでの意見をサービス

向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事

業所の実情やケアサービスの取り組みを積

極的に伝えながら、協力関係を築くように取り

組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型

サービス指定基準及び指定地域密着型介護

予防サービス指定基準における禁止の対象

となる具体的な行為」を正しく理解しており、

玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア

に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に

ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事

業所内での虐待が見過ごされることがないよ

う注意を払い、防止に努めている

ケア会議のホーム内研修で虐待防止につい

て学習し、日頃から職員同士話し合い、虐待

の無いケアに努めている。

施設のお便りなどを配らせて頂き、実情やケ

アサービスの様子を伝え、助言などもいただ

くようにしている。

ケア会議中のホーム内研修で身体拘束につ

いて学習し、職員全員が身体拘束をしないケ

アに取り組んでいる。

小学生、中学生などの職場体験、訪問時な

どに認知症に対する支援の仕方を理解して

もらえるように努めている。

同法人の他施設とも合同で２ケ月に１回開催

し、利用者様、家族、地域の方、行政の方と

話し合い、情報交換と共に、より良いサービ

ス向上に努力している。

施設内の見やすいところに理念を掲示し、そ

れに従ったサービスができるよう職員全員が

共有、実践している。

夏祭り、秋祭りなどの行事のチラシを配り声

掛けをし、、参加して頂くように働きかけてい

る。散歩時などには挨拶をし、交流を持つよ

うにしている。

自

己

外

部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や

成年後見制度について学ぶ機会を持ち、

個々の必要性を関係者と話し合い、それらを

活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用

者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な

説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職

員ならびに外部者へ表せる機会を設け、それ

らを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意

見や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実

績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時

間、やりがいなど、各自が向上心を持って働

けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア

の実際と力量を把握し、法人内外の研修を受

ける機会の確保や、働きながらトレーニング

していくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流す

る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、

相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を

向上させていく取り組みをしている

職員はホーム内研修のほか、法人主催の研

修、ほかの機関主催の研修などにも参加で

きる機会を与えられている。

同業の異職種交流会への参加の機会があ

り、ネットワーク作りや勉強会を通して、サー

ビスの質の向上に努めている。

月に一回の会議で職員が意見を出せる機会

を設け、時には個人面談なども行い職員が

意見を出しやすい環境を作るようにしてい

る。

個人面談などで仕事上の悩み、不安などを

伝えることができ、法人主催で職員のスキル

アップ研修なども行われ、職員が向上心を

持って働ける環境ができている。

契約時、施設の考え方や取り組みを説明し、

納得、理解をしていただくようにしている。改

定などの際もきちんと説明し同意を得てい

る。

日頃から家族とのコミュニケーションに心が

け、家族会での話し合いやアンケートなども

行い、利用者、家族の意見要望を取り入れる

ように心がけている。

ケア会議のホーム内研修を行うとともに他で

行われる研修などにも代表が参加し、職員

全員に報告、理解を深めるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困ってい

ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが

ら、本人の安心を確保するための関係づくり

に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困って

いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが

ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が

「その時」まず必要としている支援を見極め、

他のサービス利用も含めた対応に努めてい

る

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場にお

かず、暮らしを共にする者同士の関係を築い

ている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場にお

かず、本人と家族の絆を大切にしながら、共

に本人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人

や場所との関係が途切れないよう、支援に努

めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤

立せずに利用者同士が関わり合い、支え合

えるような支援に努めている

時に職員が間に入り、利用者同士のコミュニ

ケーションがスムーズにいくように支援してい

る。

記録を読んでいただき、家族会に参加してい

ただき、意見や要望を出しやすい環境を作

り、ともに本人を支えていくという関係を意識

できるようにしている。

個別外出支援の計画を立てるときに、本人

の思い出などを一緒に振り返ったり、入社前

の知り合いの面会時には、ゆっくりと過ごして

もらえるような環境作りに努めている。

情報提供を参考に家族、本人と話し合い、必

要な支援を見極め、プランを立てるようにし

ている。

家事や軽作業などを職員と一緒にしてもら

い、利用者の知識や経験なども話しやすい

環境つくりに努めている。

入所時、その後にも、利用者の意見や不安

なことを話しやすい環境を作るように心がけ

ている。

入所時、施設内を見学、他の利用者の様子

を見ていただき、質問や不安な事、要望を出

しやすい環境つくりに努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで

の関係性を大切にしながら、必要に応じて本

人・家族の経過をフォローし、相談や支援に

努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の

把握に努めている。困難な場合は、本人本位

に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生

活環境、これまでのサービス利用の経過等

の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有

する力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ

り方について、本人、家族、必要な関係者と

話し合い、それぞれの意見やアイディアを反

映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工

夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共

有しながら実践や介護計画の見直しに活か

している

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉われ

ない、柔軟な支援やサービスの多機能化に

取り組んでいる

本人、家族の思いを聞き取り、ケア会議で話

し合い記録、申し送りで職員間で情報を共有

して計画の先性や見直しに活かしている。

本人の体調の変化などで身体的不安が生じ

たときには、訪問看護師に相談したり、院長

の指示を受け、受診をするなど、柔軟な対応

ができるように努めている。

介護記録、申し送り表で一人一人の現状を

把握できるようにしている。

担当職員がたたき台となるプランを作成し、

ほかの職員がそれに目を通し意見を伝え、

ケア会議で最終的に作り上げるまでの話し

合いをしている。

利用者が意見や要望を伝えやすいように普

段の生活の会話の中から聞き出せるように

し、言葉で伝えられない方には気持ちを寄り

添い、本位に気付けるように努めている。

情報提供や家族からの聞き取りから、これま

での生活歴などを把握し職員間で共有して

いる。

退所され他施設への移動があった場合に

も、情報提供を行い、相談や支援ができるよ

うにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を

把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全

で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援

している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、

納得が得られたかかりつけ医と事業所の関

係を築きながら、適切な医療を受けられるよ

うに支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報

や気づきを、職場内の看護職や訪問看護師

等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な

受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよ

うに、又、できるだけ早期に退院できるよう

に、病院関係者との情報交換や相談に努め

ている。あるいは、そうした場合に備えて病院

関係者との関係づくりを行っている

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、

早い段階から本人・家族等と話し合いを行

い、事業所でできることを十分に説明しなが

ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム

で支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て

の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期

的に行い、実践力を身に付けている

35 （13）○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が身

につけるとともに、地域との協力体制を築い

ている

消防署立ち合いの訓練、ホーム内での訓練

を行い、災害時の利用者、職員の動きにつ

いて全員が把握できるように努めている。訓

練時、近隣の住人の方にも声掛けをし、可能

な時には参加をお願いしている。

入所時、その後体調の変化が生じたときに

は本人、家族と十分な話し合いを持ち、和や

かな終末期に向けて、かかわる者みんなで

方針んを共有できるように努めている。

ホーム内外研修などで、緊急時の対応につ

いて学習し、会議などで発表し、職員間で共

有するようにしている。

訪問看護師の定期的な訪問のほか、利用者

の体調不良時にはすぐに相談できる連携が

保てるようにしている。

情報提供を提出し、その後も訪問看護師と

共に医療連携室との情報交換や相談に努め

ている。

地域で行われる行事（祭り、幼稚園行事、福

祉運動会、カフェ）などに参加できる機会を設

け、心身の力が発揮できるように支援してい

る。

本人、家族の納得しているかかりつけ医に受

診してもらったり時には付き添いなども行い、

関係を築きながら適切な医療を受けられるよ

うに支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ

シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した

り、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな

く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を

どのように過ごしたいか、希望にそって支援し

ている

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる

ように支援している

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの

好みや力を活かしながら、利用者と職員が一

緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を

通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や

力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食

後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ

た口腔ケアをしている

食事摂取量の記録を間で共有し、脱水状態

となっているときには水分量、排せつ量を記

録し、提供の目安をわかりやすくしている。

起床時、食後の口腔ケアは個々の状態に合

わせて歯ブラシなども選んで行っている。で

きるだけご自身で（きちんと行えるよう声掛け

をしながら）、困難な場合には介助により丁

寧なケアを行っている。

着替えをご自身で選んでいただけるよう支援

し、整容についても希望に沿って行ってもら

えるよう努めている。（髭剃りのタイミング、ヘ

アスタイルなど）

日々は食器吹き、盛り付けなどできることを

手伝ってもらったり、時にはお好きな料理を

お聞きして、誕生日や行事の時には特別な

食事を心がけている。

それぞれにやりたいことなどの希望を言いや

すい環境を作り、実行できるような支援に努

めている。

利用者の個々のペースに合わせて、柔軟な

対応ができるように努めている。作業や手伝

いなども自主性を重んじている。

個々にあった言葉かけを行い、プライバシー

を確保し、尊重の気持ちを大切に対応してい

る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

43 （16）○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ

とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし

て、トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支

援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物

の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ

た予防に取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入

浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時

間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援

をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に

応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ

るよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作

用、用法や用量について理解しており、服薬

の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう

に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役

割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援

をしている

49 （18）○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に

出かけられるよう支援に努めている。又、普

段は行けないような場所でも、本人の希望を

把握し、家族や地域の人々と協力しながら出

かけられるように支援している

度々の外出はなかなかできない中、外出支

援では本人の意向に沿って計画し、安全に

遂行できるように努めている。散歩などはタ

イミングに合わせて随時行っている。

個々の薬については説明書をファイルしてあ

りいつでも全職員が確認できるようにしてあ

る。臨時薬などについては申し送りで把握で

きるようにしている。

個々の希望に合った作品作り、それぞれに

できることのお手伝いをお願いしている。（廊

下のモップ掛け、食器拭き、洗濯たたみ、畑

仕事など）

時間帯など施設の都合で決まってしまうこと

もあるが、できる限り希望を聞き入れられる

ように努めている。（入浴順、湯温など）

体調に応じて午睡をされたり、就寝時間を決

められている。日中活動されることにより、夜

間の熟睡を促すように努めている。

自立の方にはご自身のタイミングでトイレい

いってもらい、時間が開いているときには声

掛けを行うこともある。入所時リハパンの方

も布パンツに移行できる方向に努めている。

介助の必要な方には定期的なトイレ誘導を

行っている。

個々の排便状況を把握し、水分摂取、運動

を促し、乳製品の提供、便秘時にはその方

にあった処方されている便秘薬で対応してい

る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理

解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、

お金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、

手紙のやり取りができるように支援をしてい

る

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、

浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混

乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度

など）がないように配慮し、生活感や季節感を

採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を

している

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ

た利用者同士で思い思いに過ごせるような居

場所の工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と

相談しながら、使い慣れたものや好みのもの

を活かして、本人が居心地よく過ごせるような

工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わか

ること」を活かして、安全かつできるだけ自立

した生活が送れるように工夫している

居室やトイレの場所レなどわからないところ

には矢印や名前を書いてご自身で分かるよ

うにしている。

今のテーブル席やソファで、利用者同士が自

由に会話を楽しめるようになっている。

個人の居室は家族が持ってこられたタンス、

机、いすなど、それぞれに使い慣れたものを

置いてもらっている。

手紙を書かれることはほぼないが、電話を希

望されるときには応えている。

居室のカレンダーは月が替わるごとに職員

が変え、日にちの認識ができるようにしてい

る。居間や廊下には季節を感じられる壁面

飾りなどを職員、時には利用者も一緒に作成

して飾っている。

普段はホームで預かっているが、本人の希

望のものがあれば購入していただき、外食な

どでも希望のものを食べてもらえるように支

援している。
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